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（１） 第230号 令和６年（2024年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　今年度の福祉ふれあいまつりは、６月１日（土）
午前９時から午後３時まで、結とぴあで開催し、
楽しいゲームコーナーや、パネル展示、ステージイベントなど予定しています。
　開催テーマを「温もり　あふれる　結のまち」とし、会場に来られる方やボランティアなどすべて
の人々が、笑顔で、心豊かに、温もりあふれるふれあいまつりになるようにしていきます。
　多くの方々のご来場をお待ちしております。　　　　　　　　　　※写真は、第35回の様子です

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。

市社協ホームページ▶

～第36回 福祉ふれあいまつり　６月１日（土）開催～
温もり あふれる 結のまち
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主催・大野市社会福祉協議会
主管・第36回福祉ふれあいまつり実行委員会
後援・大野市

結とぴあ

令和６年6月１日㈯
　　　午前９時〜午後3時

及びその周辺会場

第36回

品物が無くなるまで

日常生活に必要な商品
　　　　が当たるよ!!

日時

ステージスケジュール

9：00 ～ 9：40　　大野市身体障害者福祉大会
9：45 ～ 10：05　　手話サークル名水
10：05～ 10：30　　亀山こども園
10：30～ 11：00　　チームはぴりゅうと亀山こども園
11：00～ 11：20　　めぐちゃんのバルーンショー
11：20～ 11：40　　民謡会　結人
11：40～ 12：00　　二胡の演奏
13：00～ 14：30　　人権啓発講演会

二胡奏者：中山靖子
講演会講師：仲岡しゅん

めぐちゃん

人権啓発講演会・大野市民学校第１講　

演題 :多様な性の存在と生き方の尊重　講師 :仲岡しゅん氏（弁護士）　

大阪弁護士会に所属する弁護士。大阪の西天満で「うるわ総合法律事務所」を

開設し、幅広い法律分野に対応する。

ＬＧＢＴなどをはじめ、ジェンダー、セクシュアリティに関する相談も多い。

司会：堀内久美子

出演時間  イベント内容
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会場 MAP

ステージ

※チャリティーバザーは３階です

人権啓発
コーナー

福祉機器
展示

共同募金
コーナー

遊びの屋台

即売ブース

休憩所
ふわふわ遊具
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焼きそば 飲食業協会山菜おこわ 防災ふれあい広場

◎能登物産販売（能登朝市）コーナー
パトカー展示 消防車両展示 自衛隊車両展示

休憩所

映画上映会
映画上映会「風は生きよという」
人工呼吸器を使用している方が主人公。呼吸器から吹く
風に乗り、人と人がつながり織りなすドキュメンタリー物語。
上映開始時間：①9：00～10：20、②10：40～12：00、
③13：10～14:30　※各定員40名　上映時間：80分
会場：市民ホール　※事前申込は不要　※参加無料

無料送迎バス時刻表 多くの方にご来場いただくため、ふれあいまつり無料送迎バスを運行します。是非ご利用ください。
なお帰りの便は各号車とも13：00と15：00に結とぴあを行きの便の逆コースで運行します。

１号車

１便 ２便
①　中丁集合所　
　　　　↓
②　乾側公民館　
　　　　↓
③　大門集会所　
　　　　↓
④　庄林集会所　
　　　　↓
⑤　下庄公民館　
　　　　↓
　　　結とぴあ

８：０５

８：１５

８：２０

８：３０

８：３５

９：１０

９：２０

９：２５

９：３５

９：４０

１便 ２便

２号車

８：０５

８：１０

８：２０

８：３０

８：３５

①上五条方集会所
　　　　↓
②　上庄公民館　
　　　　↓
③木本中西出バス停
　　　　↓
④上舌ふれあい会館
　　　　↓
⑤　小山公民館
　　　　↓
　　　結とぴあ

９：１０

９：２０

９：２５

９：３５

９：４０

１便 ２便

３号車

８：００

８：１０

８：１５

８：２０

８：２５

８：３５

①六呂師郵便局
　　　　↓
②　阪谷公民館　
　　　　↓
③　松丸バス停
　　　　↓
④　富田公民館
　　　　↓
⑤　下森目バス停
　　　　↓
⑥　中保集会所
　　　　↓
　　　結とぴあ

９：１５

９：２５

９：３０

９：３５

９：４０

９：５０
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令和６年度

　初めて感染が確認されてから４年余りが経過した新型コロナウイルス感染症は、昨年５月に５類
に移行し、普段の生活を取り戻したように見受けられますが、コロナ禍や昨今の物価高騰の影響に
より、今なお多くの方が生活上の課題を抱えているのが現状です。
　さらに、近年、全国各地で地震・大雨等の大規模な自然災害が頻発しており、令和６年１月１日
には能登半島地震が発生し、多くの方が不自由な生活を強いられています。
　このような今、互いに支え合い・助け合う地域共生社会の実現がより一層求められており、本協
議会では引き続き関係団体や行政等との連携を強化し、市民が住み慣れた地域で安心して暮らすこ
とができる福祉のまちづくりに取り組んでまいります。
　また、昨年度は、本協議会の活動指針となる第五次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画（令
和３年度～７年度）」の中間年にあたることから、事業のこれまでの進捗状況の評価と検証を行い、
これからの事業の方向性の再確認をしたところであります。
　これを受け、本年度は下記の重点目標を掲げ、各事業に取り組んでまいります。

１　地域での支え合い体制の充実
　　　○地域共生社会の構築を目指すため、引き続き各地区社協、福祉委員会及び第２層協議体活

動等を支援し、今後も地域資源の強みを活かした福祉の地域づくりに取り組みます。

２　福祉教育の推進とボランティア活動の強化
　　　○小・中学校での福祉（ボランティア）学習の機会を増やし、若年層へのボランティア活動

の普及啓発を促進します。また、市民のボランティアニーズに基づき、適正なボランティ
アマッチングを図ります。

３　高齢者・障がい者等の権利擁護支援
　　　○生活あんしんセンター「結はあと」を核として、日常生活自立支援事業、法人後見事業及

び成年後見制度利用促進体制整備事業を引き続き推進して、関係機関と連携を取り多様な
社会資源の活用や情報提供、連絡調整等を行いながら市民の権利擁護を支援します。

４　経営改善と安定化
　　　○介護保険事業等については、厳しい経営状況が続いており、今後は、事業体制の見直しを

はじめ、事業内容を検討し、具体的な解決策を検討する経営改善委員会（仮称）を組織し、

早急の経営改善を探っていきます。

　去る、３月25日、大野有終会館「結とぴあ」において大野市社会
福祉協議会の評議員会が開催され、本年度の事業計画及び収支予算
が決まりました。以下、概要をお知らせします。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

基 本 方 針

重 点 目 標
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令和６年度 大野市社会福祉協議会

収　支　予　算

収　入
279,445

会費　6,500

経常経費
補助金収入
28,672

受託金
45,818

介護保険事業収入
148,016

負担金収入
　　　760

寄附金　2,000

障害福祉
サービス等
事業収入
38,732

県社協受託金
4,183

受取利息
配分金収入
11

事業収入
2,260

収　入
217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

基金積立預金取崩
収入　5,145

貸付事業
収入 171

その他の
収入 1,360

その他の活動による
収入 6,415

（単位：千円）

（千円）
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支　出
279,445

人件費
194,587

事業費
69,236

事務費
2,432

助成金支出
4,415
貸付事業
支出 300 支　出

217,778 人件費
123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

積立資産支出
4,769

負担金
支出 0

ファイナンスリース
債務の返済支出 1,156

その他の活動による
支出 2,035

支払利息
支出 100

固定資産取得
支出 415

（千円）
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篠
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令和６年能登半島地震災害義援金の募集について
　福井県共同募金会及び大野市共同募金委員会では、引き続き、
令和６年能登半島地震災害義援金を募集しています。
　皆さまのご協力をお願いします。
　詳しくは、大野市社会福祉協議会　ホームページをご覧ください。

【大野市社会福祉協議会 ホームページ】
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　大野市社会福祉協議会は、『結の心でつながる福祉のまち』を目指し、地域福祉の推進に
取り組んでおります。
　皆さまからいただきました会費は、地域福祉活動やボランティア活動などを推進するた
めの貴重な財源として活用させていただいております。
　本年度もご理解とご協力をよろしくお願いします。

　24時間テレビチャリティー委員会から、今回、大野市社会福祉協議会が寄贈を受けました。
　寄贈を受けた車両は、ニッサン「キャラバン」
で、車いすが２脚乗車可能。
　３月19日に、福井県社会福祉協議会において
贈呈式が行われ、大野市社会福祉協議会からは、
福田洋一郎会長が出席しました。
　目録を受け取った福田会長は、「有効活用さ
せていただき、利用者と社会の接点を広げてい
きたい」と謝辞を述べました。
　大野市社会福祉協議会では、和泉デイサービ
スで有効に活用させていただきます。

『結の心でつながる福祉のまち』を目指して

社協会費ご協力のお願い

①一般会費（世帯）　

②賛助会費（企業・個人事業所）

社協会費の種別

自治会を通じて各世帯にお願いしています。

社協活動に賛同くださる方々へお願いしています。

１世帯　500円

１口　1,000円

24時間テレビチャリティー委員会から車両寄贈
～ 和泉デイサービスで有効活用 ～

〇各地区社協・福祉委員の活動支援
〇ボランティアの推進
〇高齢者ふれあいサロンの開催
〇障がい者への社会参加支援
〇一人暮らし・二人暮らし高齢者、障がい者世帯
　への安否確認
〇福祉情報の発信
　社協だよりやホームページ
　地域福祉活動計画の策定　　など

　令和５年度からは、口座振替での
納入をお願いしたところ、多くのご
協力をいただきありがとうございま
した。本年度の実施方法につきまし
ては、改めてお知らせいたしますの
で、よろしくお願いします。

賛助会費について

受領式の様子
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あなたの暮らしの

日常生活
自立支援
事業

どんなことをお手伝いしてくれるの？

どんな人が利用できるの？

　相談は無料、利用契約を結びサービス開始以降は
料金がかかります。
○１時間以内の援助　　　　１，２００円／回
○書類等預かりサービス　　　　５００円／月

利用料はかかるの？

　本事業で利用者の支援を行う生活支援員を募集しています。専門員と
一緒に高齢者や障がいのある方が、地域で安心して暮らしていくための
支援活動を始めてみませんか？

生活
支援員
募集

　「支援計画」の内容に沿って、定期的に利用者宅等
を訪問し、利用者が地域の中で安心して暮らしてい
けるよう支援する方です。
　社協と雇用契約を結び、
社協の職員として活動して
いただきます。

生活支援員とは？ 支援の内容は？

○さまざまな福祉サービスを安心して利用できるよ
うにお手伝いします。
○毎日の暮らしの欠かせないお金の出し入れをお手
伝いします。
○日常生活に必要な事務手続きをお手伝いします。
○貸金庫で大切な書類等をお預かりします。

○福祉サービスの利用に関する相談
○毎日の暮らしに欠かせない生活費の出し入れや
　支払い
○日常生活に必要な役所などに
　提出する書類の手続き

　以下の２つを満たす方が利用できます。
①判断能力が不十分な方
認知症、知的障がい、精神障がいなどにより、自
分ひとりで契約などの判断をすることが不安な方
やお金の管理に困っている方

②本事業の契約内容についての判断ができる方
契約内容が理解できないほど判断能力が低下され
ている場合は※利用することができません。

　毎日の暮らしのなかにはいろいろな不安や疑問、判断に迷ってしまうことがたくさんあります。
　このような場合に、日常生活自立支援事業は、福祉サービスの利用手続きや日常的な金銭管理のお手伝いを
して、住みなれた地域で安心して生活が送れるようサポートします。

“あんしん”をお手伝いします
日常生活自立支援事業ってどんな事業なの？？

※この場合、成年後見制度の利用が可能となります。
　詳しくは「結はあと」までご相談ください。
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ブ

　
　
　
　
　

１
５
，
５
４
０
円

匿
名

　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

◆
物
品
寄
付
◆

匿
名　
　
　

ハ
ガ
キ

佐
藤　

毅　

タ
オ
ル

◆
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ
プ
ル
・

古
切
手
◆

【
２
月
１
日
～
４
月
23
日
受
付
分
】

前
田
電
気
株
式
会
社　

吉
川　

和
子

富
田　

富
子

坂
下　

え
い
子

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
か
が
や
き

に
っ
こ
り
亭

フ
タ
バ
化
粧
品

稲
田　

富
美
子

有
終
南
小
学
校

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤　

早
苗

春
日
一
丁
目
上
区

コ
メ
ダ
珈
琲
店
大
野
イ
ン
タ
ー
店

花
房　

文
子

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

石
田　

蒼
空

石
田　

煌
祈

稲
山　

正
明

牧
野　

華
苗

村
上　

哉
翔

村
上　

愛
昊

村
上　

夢
晃

宮
下　

多
津
子

宮
下　

美
佳

宮
下　

知
明

島
田　

健
一

山
田　

明
美

小
嶋　

ふ
さ
の

石
倉　

静
江

小
矢
戸
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

広
田　

英
子

岩
倉　

美
代
子

松
山　

恵
子

幅
田　

浩
世

嵐
谷
建
具
店

山
内
金
物
店

後
藤　

富
子

熊
谷　

千
代
子

安
川　

幸
代

三
屋　

峰
子

呑
み
処　

和
火

福
井
お
お
の
鼻
笛
の
会

ス
テ
ッ
ク
み
ら
い
ク
ラ
ブ

窪
土　

次
男

常
見　

幸
雄

松
葉　

祐
佳

石
塚　

れ
い
子

大
森　

と
も
子

金
子　

柾

寺
島　

縁
志

山
下　

晃
澄

山
本　

幸
子

三
光
産
業
㈱

亀
山
湯

福
井
銀
行
大
野
支
店

ハ
ニ
ー
新
鮮
館
こ
ぶ
し
通
り

九
頭
竜
森
林
組
合

春
日
野
区
サ
ロ
ン
と
ね
き
沢

北
野　

廣
美

稲
葉　

絵
莉

幾
山　

よ
し
子

谷
口　

絹
子

皆
藤　

し
ず
え

㈱
南
部
酒
造
場

（福）
希
望
園

山
田　

久
子

㈲
桜
井
板
金
工
業

巻
寄　

信
夫

安
達　

香
代
子

内
田　

文
子

水
上　

か
よ
子

宗
信　

や
ゑ
子

大
石　

敏
彦

手
話
サ
ー
ク
ル
名
水

谷
口　

夢
優

開
成
中
学
校
善
意
銀
行

岡
田
木
材
㈱

小
林　

恵
美
子

大
野
市
上
庄
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　

教
養
委
員
会

㈲
生
田
設
備

東
中
野
区

高
橋　

照
二

宮
原　

英
二

ア
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
大
野

中
村　

麗
子

高
橋　

恵
美
子

髙
畑　

勝
子

ビ
ュ
ー
ト
（
理
美
容
）

ち
ま
た

上
庄
の
お
義
姉
さ
ん

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
麻
那
の
会

南
部　

智
子

吉
田　

生
子

篠
座
こ
ど
も
園

本
多　

道
代

モ
リ
ナ
ガ
㈲

東
大
月
自
治
会

溜
池　

真
帆

ハ
ニ
ー
新
鮮
館
三
番
通
り

絵
手
紙　

ひ
よ
っ
こ
く
ら
ぶ

辻　

和
子

竹
内　

す
ゑ
の

す
ぎ
も
と　

み
な
と

鹿
ノ
内　

好
子

澤
江　

稔

澤
江　

幸
子

山
下　

妙
子

松
原　

明
美

山
崎　

裕
美
子

福
井
新
聞
大
野
中
央
店

鈴
木　

浩
身

円
和
寺

塚
田　

凌

笹
嶋　

唯
衣

笹
嶋　

優
希

川
上　

美
智
子

乾　

礼
子

山
川　

文
博

石
山　

絹
子

山
崎　

久
子

大
野　

明
美

山
下　

郁
江

高
田　

育
代

伊
織　

一
彦

村
上　

知
恵
子

か
す
が
に
し
サ
ロ
ン

税
理
士
法
人
Ｏ
Ｎ
Ｅ

金
森　

優
治

柳
原　

則
男

柳
原　

倫
代

石
丸　

加
寿
江

中
川　

加
寿
子

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

平
瀬　

東
洋
子

松
田　

清
道

㈱
バ
ロ
ー
こ
ぶ
し
通
り
店

巻
寄　

有
子

山
形　

愛
子

寺
居　

美
智
代

大
野
市
環
境
・
水
循
環
課

中
村　

直
美

未
龍
・
虚
狼
・
未
虎
・
希
優

関
西
大
野
会
（
伊
藤
）

石
本　

幸
子

㈱
角
平
組

国
本　

美
智
子

山
﨑　

豊
子

第
一
生
命
大
野
オ
フ
ィ
ス

尾
崎　

富
美
子

嵐
谷　

晃
行

次
回
発
行（
第
２
３
１
号
）は

９
月
１
日
の
予
定
で
す
。

乾　

雅
充

京
福
バ
ス
大
野
営
業
所

佐
々
木　

信
次
郎

佐
藤　

毅

春
日
一
丁
目
上
区
つ
く
し
サ
ロ
ン

加
藤　

智
恵

松
田　

つ
や
子

山
村　

美
智
子

キ
ラ
キ
ラ
会　

松
田
病
院　

石
森　

豊
子

浜
口　

京
子

黒
野　

光
子

あ
っ
た
か
ホ
ー
ム
さ
く
ら

乾
側
公
民
館

水
上　

洋
子

浜
野　

拓
巳

ア
バ
ン
セ
乾
側

㈱
マ
ル
カ
モ
ー
タ
ー
ス

多
田　

よ
ね
子

牧
野　

美
雪

（
合
名
）
河
原
酢
造

井
部
陶
器

上
野　

法
子

高
宮
写
真
館

陽
寿
さ
く
ら
サ
ロ
ン

新
進
印
刷
㈱

牧
野　

幸
子

グ
ル
ー
プ
ポ
テ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　

中
川　

八
重
子

明
石　

ゆ
き
子

中
津
川　

前
田
酒
店

中
川　

ユ
リ
子

清
水　

多
美
江

大
野
市
婦
人
福
祉
協
議
会

山
内　

朱
実

秀
吉

市
川　

幸
代

石
山　

時
子

Ｊ
Ａ
福
井
県
奥
越

　
　
　
　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

吉
村　

康
作

中
村　

勝
彦

㈱
中
保
屋
電
気
商
会

美
里
町
長
生
会

理
容
ナ
カ
モ
リ

加
藤　

和
子

萩
原　

勢
子

中
山　

笑
子

山
川　

和
子

佐
々
木　

サ
ヤ
子

脇
本　

小
代
子

伊
東　

き
く
の

電
源
開
発
㈱

伊
藤　

智
子

三
根　

栄
子

山
二
工
業
㈱

石
本　

美
奈
子

大
喜
タ
ク
シ
ー

松
田　

智
里･

早
也
香

長
谷
川　

久
美
子

加
藤　

絹
代

マ
ル
ハ
ン
大
野
店

山
川　

し
げ
子

石
本　

厚
子

和
泉
公
民
館

好
扇
会

大
野
市
役
所　

税
務
課

越
田　

和
子

藤
井
珠
算
塾

藤
井　

よ
し
子

山
村　

千
恵
子

廣
瀬　

美
智
子

小
林　

と
み
子

陽
明
町
一
丁
目
一
区

伊
藤
文
具
店

サ
ク
ラ
サ
ロ
ン

斉
藤　

八
郎

西　

和
子

川
端　

安
子

山
本　

武
夫

辻　

し
げ
の

松
田　

慎
治

平
成
の
湯

匿
名　

14
名


